
手法名： 職方への情報伝達（目で見るシリーズの活用）

■手法概要 ■特徴・適用条件・注意事項 等

■写真・イメージ・図面

　

■検索用分類 　

働き方改革 着工前 事業主

人材活用 杭工事 設計・設計監理

コミュニケーション 躯体工事（RC） 行政機関

生産性向上 躯体工事(S) 協力会社

魅力発信 内装工事 近隣

環境整備 外装工事 エンドユーザー

品質向上 電気・設備工事 会社

安全管理 外構工事 上司

コスト削減 仮設工事 部下

工程管理 その他
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・社内の情報を職方に分かり易く伝達するツールとして、工種毎に写真や図を多用し
た施工要領「目で見るシリーズ」を作成している。

特　徴
・

効　果
・

メリット

【特　徴】
・社内の施工標準や技術資料等は、文字が多く職方には理解しづらい。
そこで、協力会社とともに工種毎に写真や図を多用した施工要領「目で
見るシリーズ」を作成して、実際に施工する協力会社の職方に分かり易く
情報を伝達している。

【効　果】
・「目で見るシリーズ」で基準や仕様、施工上の注意点等を視覚的に伝達
することで、職方の理解が深まり、品質向上と間違え防止に効果があ
る。

【メリット】
・作業員との打合せ等に活用する事で、作業所で働く全員が情報を共有
することができ、コミュニケーションが良くなる。
・低年次所員の学習用（入門編）としても活用できる。

工事段階 ステークホルダー

適用条件 特になし

メーカー等 特になし

備　考 特になし

育成力・評価力

マネジメントの構成要素 着眼点
ゴール設定力

戦略・戦術策定力

課題解決力・応用力

情報収集・整理・分析力

論理的思考力

リーダーシップ

コミュニケーション力

人的ネットワーク

人間的魅力

大項目 管理項目 備考
《床ﾚﾍﾞﾙの確認》

《壁際の施工》
■接着剤注入
■根太間隔

■入隅部の納まり

ｻｯｼ下枠の平場ﾚﾍﾞﾙを計測

・掃出しｻｯｼ、UBを基準として、床ﾚﾍﾞﾙを確認する。

掃出しｻｯｼと

二重床の納まりを確認

UB下枠と二重床の
納まりを確認

※

掃出しｻｯｼ下枠や

UBのﾚﾍﾞﾙ不良を

確認の際は、

HC担当者に報告

Sﾊﾟｯｷﾝにかからないように、

上部から接着剤を注入する
ﾈﾀﾞ同士の継ぎ目は離隔5～250mm

Good Job!!

・ｼｽﾃﾑﾈﾀﾞの入隅は両方向の跳ね出しにならないよう、

一方の根太跳ね出し部分を切り取るか、支持脚受けとする。

UB下枠の下端ﾚﾍﾞﾙを計測

入隅部は一方の跳ね出しを切断
Good Job!!

入隅部を支持脚で代用しても可

・ｼｽﾃﾑﾈﾀﾞの間隔を確認して、万協ﾌﾛｱー指定の接着剤を

上部の穴から注入。

下枠

〈万協ﾌﾛｱｰ指定接着剤〉

・BA-400

・BA-150

支持脚

跳ね出しを切断
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